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１．環境経営方針

１．環境マネジメントシステムを構築し、展開し、実施して
継続的に改善します。

２．環境に関連する法的要求事項及び当社が同意する
その他の要求事項を順守します。

３．地球温暖化防止のため、
電力等のエネルギーの節約を行います。

４．資源の有効活用として、
廃棄物の削減と再資源化を推進します。

５．水資源の有効利用のため、節水に取り組みます。

６．この環境経営方針達成のため、環境経営方針に基づく環境経営目標・
計画をたて定期的に更新します。

７．グリーン調達に取り組み、化学物質などによる環境負荷の
低減と汚染の防止に努めます。

この環境経営方針を全ての従業員に周知します。
制定日：2009年4月2日
改定日：2023年7月1日
株式会社 浦和電子

代表取締役社長 葛西 剛



２．事業の概要

事業所名 ： 株式会社 浦和電子

代表者名 ： 葛西 剛

所在地 ： 〒３３６－００３２ 埼玉県さいたま市南区四谷３丁目１１番４号

ＴＥＬ：０４８－８６３－７６４１ ＦＡＸ：０４８－８６３－４３６６

ＵＲＬ：ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ．ｕｒａｗａ-ｄ．ｃｏ．ｊｐ

環境管理責任者 ： 加藤 優一 ｅ-ｍａｉｌ：y.katou＠urawa-d.co.jp

事業内容 ： 産業用電子制御機器等の設計・製造

事業規模 ： ２０２３年度 売上実績８５１百万円（２０２３年４月～２０２４年３月）

総従業員数 ４３名（２０２３年４月） 総床面積 ９９０㎡

登録対象範囲 ： 株式会社 浦和電子 本社・工場

認証・登録番号 ： ０００５７７３

認証・登録日 ： ２０１０年９月１６日

更新・登録日 ： ２０２２年９月１６日

有効期限 ： ２０２４年９月１５日

認証・登録機関 ： 一般財団法人 持続性推進機構（ＩＰＳｕＳ）



３．２０２３年度実施体制
職務 役割

最高環境
管理責任者

・環境経営方針を定め、また必要に応じ見直しを行う
・EMSの実行に必要な資源(人員･設備･資金)を準備する
・環境管理責任者を任命する
・EMSの全体的な取組み状況を評価し、
適時見直し指示を行う
・重大、重要事態発生時、是正･予防指示をする

環境管理
責任者

・EMSを構築､運用し､維持する責任と権限を有する
・最高環境管理責任者を補佐する
・ＥＡ推進委員を任命する
・ＥＭＳの全体的な取組み状況を監視し､
適時改善の指示を行う
・環境経営計画の承認を行う
・環境関係法令の遵守状況の確認
・苦情等の受付､外部コミュニケーション受付､
及び回答書の承認を行う
・緊急事態への対応を行う
・環境経営目標の作成､承認を行う
・各手順書の承認を行う

EA運営事務局

・｢EMS｣等の文書､作成･記録を維持管理する
・環境経営活動レポートの作成
・環境経営計画の作成
・環境関係法令等を調査し一覧表を作成し､
最新状態を維持する

・法令等の外部文書の維持管理する
・環境に関する行政機関等の対応
・EA推進委員会を開催する
・環境経営活動結果の取りまとめ
・各手順書を作成する

EA推進委員会
必要に応じて
開催する

・最高環境管理責任者､環境管理責任者､EA21推進委員､
EA運営事務局で構成する
・環境経営方針にそって環境活動計画を作成する
・環境経営計画の具体的な取組み内容を実践し推進する
・環境経営計画の実施状況を確認､
問題点の提起と解決策の検討
・各部門の環境教育を推進
・ＥＭＳの構築･運用に関する情報を最高責任者に提出する
・環境経営計画実行･環境教育を各部署に指導する
・環境経営計画の推進管理､報告
・必要なデータを集計する

各部､
一般従業員

・環境経営計画に沿って、計画を実施遂行する

環境経営システム組織図

EA推進委員会

葛西社長 加藤副社長
武笠工場長 市村担当

各部、一般従業員

・営業技術部 　　・製造部
・資材部 　　・品質管理部
・総務･経理部

最高環境管理責任者

葛西社長

環境管理責任者

加藤副社長

EA推進委員 EA運営事務局

登録対象 ㈱浦和電子 本社・工場　　産業用電子機器等の設計･製造



４．２０２３年度環境経営目標（中長期目標）

Ｎｏ． 活動方針 単位
基準値

売上百万円に対する
排出量及び使用量

目標値

２０２３年度 ２０２４年度 ２０２５年度 ２０２６年度 ２０２７年度

１ 電力使用量の削減 ｋＷｈ/M￥
１２９．８

（2020年度実績）
１２８．５
（－１％）

１２７．２
（－２％）

１２５．９
（－３％）

１２４．６
（－４％）

１２３．３
（－５％）

２
化石燃料使用量の

削減
Ｌ/M￥

１９．０
（2020年度実績）

１８．８
（－１％）

１８．６
（－２％）

１８．４
（－３％）

１８．２
（－４％）

１８．０
（－５％）

３
廃棄物排出量の

削減
ｋｇ/M￥

３．２６
（2020年度実績）

３．２２
（－１％）

３．１９
（－２％）

３．１６
（－３％）

３．１３
（－４％）

３．０９
（－５％）

４
コピー用紙購入量

の削減
裏面使用及び両面印刷の推進

５ 水使用量の削減 節水の励行、水量計チェック

６
環境配慮製品
の取組み

簡易梱包化、発泡スチロールの削減、環境配慮製品の提案

７ グリーン調達 エコ車両の導入（車両入替え時）、化学物質の管理

８ ５Ｓの徹底 各職場毎に 整理・整頓・清掃・清潔・躾 を徹底する

９ 教育訓練等 防災教育および防災訓練 他

※ 目標値欄の（－＊％）は基準値に対する増減率
※ No.５～No.８は目標値の設定はせず、取組み方向を示す
※ 2020年度実績の売上百万円（626百万円）に対する値を基準とする
※ 2023年度より電力CO₂排出係数を「0.441」とする（東京電力エナジーパートナー㈱2020年度調整後の排出係数）
※ 化石燃料使用量はLPGを含む。LPG消費量(㎏)×1.892(ℓ換算の係数) で計算



５．２０２３年度環境経営計画と結果/次年度の計画

活動項目 活動内容 結果 次年度の計画

電力使用量の削減

・不要照明・電源の消灯
・照明器具の配置や省電力化の検討
・冷暖房温度・換気時間管理
・空調機フィルター清掃 ４回／年

○
○
○
○

・継続
・継続
・継続
・継続

化石燃料使用量の削減

・タイヤ空気圧管理（給油時に点検）
・エンジンオイルの点検（半年点検ごと）
・エコドライブ教育の実施
・ガス給湯器のエコ使用の励行
・運行ルートの見直し

○
○
○
○
○

・継続
・継続
・継続
・継続
・継続

廃棄物排出量の削減
・分別廃棄の徹底
・個人ゴミの持ち帰りの励行
・リサイクルへの転換検討

○
○
○

・継続
・継続
・継続

コピー用紙使用量の削減 ・裏面使用および両面印刷の推進 ○ ・継続

水使用量の削減
・漏水チェック
・節水の励行

○
○

・継続
・継続

環境配慮製品の取組み
・簡易梱包化
・発泡スチロール削減
・環境配慮製品の提案

○
○
○

・継続
・継続
・継続

グリーン調達
・エコ車両の導入（車両入替え時）
・化学物質の管理

×
○

・車両の入替を検討する
・継続

５Ｓの徹底 ・各職場毎に 整理・整頓・清掃・清潔・躾 を徹底する ○ ・継続

教育訓練等

・防災教育と防災訓練の実施
・安全衛生パトロールの実施
・荷揚げ機の使用（安全・衛生の為）
・改善提案提出の制度化（品質向上を目的として）
・環境関連法規最新版・遵法性チェック

○
○
○
○
○

・継続
・継続
・継続
・継続
・継続

〇・・・達成 ×・・・未達成



６．２０２３年度環境経営目標結果および評価

環境経営目標 単位 目標値 実績値 削減率 達成/未達成

電力使用量削減 ｋＷｈ/M¥ １２８．５ ８５．７ －３３．３％ 達成！

化石燃料使用量削減 Ｌ/M¥ １８．８ １０．４ －４４．６％ 達成！

廃棄物排出量削減 ｋｇ/M¥ ３．２２ ６．４９ ＋１０２．３％ 未達成…

活動方針 単位 前年度 今年度 前年度比

コピー用紙購入量の削減 Kg ３７８．３５ ４１６．４０ 前年度より削減率UP

水使用量の削減 ㎥ ４７１ ４３８ 前年度より削減率UP

環境配慮製品の取組み 件 ０ ０ 変化なし

グリーン調達 件 ２ ０ 増加なし

教育訓練等 回 月1 月1 変化なし

※化石燃料使用量はLPGを含む。LPG消費量(㎏)×1.892(ℓ換算の係数) で計算。
※コピー用紙､水､環境配慮製品､グリーン調達、教育訓練等は数値目標を設定していない為、評価しない。



７．環境関連法規制の遵守状況

法規名 遵守事項（規制内容） 条項 実施状況 判定

ＮＯｘ・ＰＭ法 ディーゼル車は車検を受けているか 法12条 車検証あり ○

悪臭防止法
市生活環境保全条例

敷地境界での臭気は基準値以内か
法7条
条38条

体感にて異臭無し
近隣から苦情無し

○

廃棄物
処理法

契約書
最終処分場所が明記されているか
許可品目と委託廃棄物が合致するか

法12条
契約書に明記確認
合致している

○

保管場所
飛散、流出防止対策をとっているか
廃棄物の種類等を表示しているか

法12条の3
廃棄物置き場設置
表示している

○

マニュフェスト
マニュフェストで最終処分を確認しているか
管理表交付等状況報告書の提出

法12条の3
確認済み
提出している

○

適正廃棄 水銀利用製品の適正廃棄処理 法12条 対象物を廃棄していない 〇

自動車リサイクル法 自動車リサイクル券の有無 法8条 リサイクル券有 ○

家電リサイクル法 家電リサイクル券を購入する 法6条 対象物を廃棄していない ○

小型家電リサイクル法 廃棄時認定事業者に引き渡す 法7条 対象物を廃棄していない ○

フロン排出抑制法
業務用エアコンの廃棄時に専門業者に引き渡す 法19条 対象物を廃棄していない ○

3ヶ月に1回以上の頻度で簡易点検しているか 法16条 点検している ○

騒音規制法 敷地境界での騒音基準値以内か 法5条 基準以内、近隣から苦情無 ○

振動規制法 敷地境界での振動基準値以内か 法5条 基準以内、近隣から苦情無 ○

消防法 灯油保管量 法9条の4 １８０リットル以下 ○

さいたま市火災予防条例 指定数量未満の危険物の適正貯蔵･取扱 条40条 基準を満たしている ○

県生活環境保全条例 自動車はPM規制に適合しているか 条31条 ディーゼル車のみ適合済み ○

市生活環境保全条例 アイドリングストップの実施 条32条 実施済み ○

※ 環境関連法規等の遵守状況の確認の結果、違反はありませんでした。
※ 設立以来過去1度も、関連機関からの違反等の指摘はありませんでした。

最新法規制及び遵守状況確認日：
2023/05/31 加藤

〇：遵守されている ×：遵守されていない



９．２０２４年度環境経営目標（中長期目標）

Ｎｏ． 活動方針 単位
基準値

売上百万円に対する
排出量及び使用量

目標値

２０２３年度 ２０２４年度 ２０２５年度 ２０２６年度 ２０２７年度

１ 電力使用量の削減 ｋＷｈ/M￥
１２９．８

（2020年度実績）
１２８．５
（－１％）

１２７．２
（－２％）

１２５．９
（－３％）

１２４．６
（－４％）

１２３．３
（－５％）

２
化石燃料使用量の

削減
Ｌ/M￥

１９．０
（2020年度実績）

１８．８
（－１％）

１８．６
（－２％）

１８．４
（－３％）

１８．２
（－４％）

１８．０
（－５％）

３
廃棄物排出量の

削減
ｋｇ/M￥

３．２６
（2020年度実績）

３．２２
（－１％）

３．１９
（－２％）

３．１６
（－３％）

３．１３
（－４％）

３．０９
（－５％）

４
コピー用紙購入量

の削減
裏面使用及び両面印刷の推進

５ 水使用量の削減 節水の励行、水量計チェック

６
環境配慮製品
の取組み

簡易梱包化、発泡スチロールの削減、環境配慮製品の提案

７ グリーン調達 エコ車両の導入（車両入替え時）、化学物質の管理

８ ５Ｓの徹底 各職場毎に 整理・整頓・清掃・清潔・躾 を徹底する

９ 教育訓練等 防災教育および防災訓練 他

※ 目標値欄の（－＊％）は基準値に対する増減率
※ No.５～No.８は目標値の設定はせず、取組み方向を示す
※ 2020年度実績の売上百万円（626百万円）に対する値を基準とする
※ 2023年度より電力CO₂排出係数を「0.441」とする（東京電力エナジーパートナー㈱2020年度調整後の排出係数）
※ 化石燃料使用量はLPGを含む。LPG消費量(㎏)×1.892(ℓ換算の係数) で計算



９．代表による全体評価と見直し

株式会社 浦和電子
代表取締役社長

葛西 剛

53期ご苦労様です。

廃棄物排出量削減では、目標達成はできませんで

した。ケーブル被覆の削減をするのが一番いいで

すが、仕事上難しいのとリサイクル業者がないの

が現状。

しかし、支給ケーブルに関しては客先へ引取って

もらうなどの相談をして見るのも手かと。

電力に関しても昨今の異常気象でエアコンは必要

なので省エネのエアコンに買い替えるのも視野に

入れたい。
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百万円当たりのCO₂排出量推移グラフ
(Kg-Co2)/M¥

但し、電力のCO2排出係数は
2016年度～「0.496」 2017年度～「0.474」で算出

※LPGを含む。LPG消費量(㎥)×2.07(kg換算の係数) で計算。

年度 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023

CO₂排出
量実績値
(単位：
kg-CO₂)

131,846 140,271 145,064 158,562 146,570 136,545 131,466 108,378 108､946


